
最初に，議席13番，木村信一君。 

          〔13番 木村信一君登壇〕 

〇13番（木村信一君） 皆さん，おはようございます。傍聴者の方々には，このように大勢

ご出席いただきまして，大変ありがとうございます。議席13番の木村信一でございます。議

長のお許しをいただきましたので，３項目，４点について質問させていただきます。 

 本題に入る前に，ちょうど１年前になります。私も，昨年の９月９日は忘れられない日に

なりました。きょうも本当に空ばかり眺めていて，足元が悪くなってしまうのかなというこ

とばかり心配していました。今現在でも，小山，古河あたりは物すごい土砂降りというよう

な話を聞いております。そういう中お集まりいただきまして，本当にありがたいことでござ

います。 

私も，町の監査委員として２年間お世話になっていた関係で，２年ぶりの，９月９日は一

般質問をやった日でありました。当境町でも，あの関東・東北豪雨では，１名のとうとい命

が失われ，３名の方が負傷され，多くの家屋が被害を受けたわけであります。改めて亡くな

られた方のご冥福をお祈りするとともに，被災されました方々に心よりお見舞いを申し上

げたいと思います。 

 先日の東北，北海道を直撃しました台風による被害は，昨年の関東・東北豪雨の被害を再

現するような災害であります。被災地の生の声をテレビで何度か聞きますと，年配の方々が

口をそろえて，今までに経験したことがないという声が飛び込んできます。改めて自然災害

の容赦のない猛威には，ただ，ただ驚くばかりでございます。亡くなられた方も数名ござい

ます。心よりご冥福をお祈りしますとともに，一日も早い復旧を願うばかりであります。 

今回の議会の一般質問は，８名の同志議員が町民の皆様の代弁者として質問をするわけ

であります。そのトップを私が切ることになりました。町の発展と議会のさらなる活性化を

図れるよう質問したいと思いますので，町長を初め執行部の皆さんには，誠意ある簡潔な答

弁をお願いして質問に入りたいと思います。 

 １項目めは，学校教育についてでございます。現在，当議会でも，第一に将来の子供たち

のことを考えて，学校適正化配置調査特別委員会を設置いたしました。将来的な境町の学校

教育を真剣に考えて取り組んでいるところでございます。そこで，少子化による影響はいろ

いろなところに出ていると思います。 

 そこで，１点目は，現在の中学校における部活動の実態についてであります。 

２点目は，部員の減少により休部せざるを得ない部があると聞いているが，将来的な町の

考えはということをお聞きしたいと思います。 

 ２項目めは，観光協会についてであります。現在観光協会では，町長を初め野口会長を筆

頭に，多くの関係機関と連携をとり，一丸となって町のＰＲに努め，大きな成果を上げてい

ることには，私も一議員として，一町民として敬意を表するところでございます。そのよう

な中で，３月の定例会，28年度の予算特別委員会の中で観光協会のことを質問させていただ

きました。町長の答弁の中で，本年度より「観光協会をまちづくり株式会社に移行する」と



いう答弁がございました。あれから５カ月が経過しておりますので，現状はどのようになっ

ているのかお聞きしたいと思います。また，今回の上程議案の議案第80号にも関連した議案

がございますが，一般質問通告後にわかったことでありますので，その辺もご理解いただい

て答弁をよろしくお願いいたします。 

 ３項目めは，冠水対策についてであります。この対策については，今までも何回か質問を

させていただきましたが，３月の議会では，境町には冠水場所が相当ございます。その中で

も，私は，ひどい地区として挙げたいと思います。それは，境警察署から南側の地域につい

てです。その地域については，３月の答弁の中では，専門家と協議をして雨水排水計画を立

てるという，一歩本当に前向きな答弁をいただいたわけでございますが，その後どのように

なっているのか，どこまで進んでいるのかお聞きしたいと思います。 

 以上で１回目の質問を終わります。答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） それでは，ただいまの学校教育についての質問に対する答弁を求め

ます。 

 教育長。 

          〔教育長 増田雅一君登壇〕 

〇教育長（増田雅一君） 皆さん，おはようございます。それでは，木村議員の１項目め，

学校教育についての１点目でございます。現在の中学校における部活動の実態についてと

のご質問にお答えをいたします。 

 境第一中学校，第二中学校等を合わせた生徒数は，平成元年には1,441名だったものでご

ざいますが，今年度，平成28年現在696人と半減をいたしまして，１学年平均では232人とな

っておるところでございます。一方，しかしながら部活動につきましては，平成元年と比べ

まして，一中のほうは陸上部がふえまして13から14へ，二中は11から10と，女子卓球部が廃

部，野球部柔道部が休部しているものでございますけれども，部活動の数につきましては大

きく変化はございません。また，文化系におきましても，一中で美術部，情報科学部が加わ

り３つになり，二中でも情報科学部が加わり，吹奏楽部と合わせて２つになっているところ

でございます。 

 続きまして，２点目，部員の減少により休部せざるを得ない部があると聞いているが，将

来的な町の考えはとのご質問にお答えをいたします。一中におきましては，女子バスケット

ボール部で３年生が引退をいたしまして部員がいなくなり，休部状態となっているところ

でございます。また，サッカー部でも，試合に参加する部員が確保できない状況となってい

るところでございます。 

二中においても，野球部は部員数が３名で，試合参加人数が確保できず，ふだんは情報科

学部に所属をしながら，昨年から隣町の五霞中学校との合同チームで，主に土日を利用して

活動しているところでございます。なお，柔道部につきましても部員数がゼロで休部状態と

なっております。 

 将来的な考え方でございますけれども，現在境町議会では学校適正化配置調査特別委員



会を立ち上げていただいているところでありますので，その結果を受け，検討したいという

ふうに考えているところでございます。 

 なお，合同チームの編成につきましては，一中，二中の合同チームが望ましいと考えてい

るところでございますが，県民総合体育大会兼国民体育大会茨城県大会合同チーム参加規

定及び茨城県中学校新人体育大会合同チーム参加規定に基づき編成をしているところでご

ざいます。つまりその規定に当てはまらないと，一中，二中の合同チームは組めないという

ことになっておりますので，ご理解のほどよろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） それでは，再質問したいと思います。 

どこの市町村でも，こういう状態に直面しているのではないかと思います。先日の８月号

の広報さかいを見ますと，野球のことです。近隣中学校新人野球大会の結果が出ているので

す。そうしたら，何と第３位に坂東市立東中学校が合同チームと。岩井でも坂東でもこうな

のかよという感じで，本当に驚いたわけなのですけれども。これは，子供たちは，今教育長

のほうから，野球，サッカー，バスケあたりがかなり人数が足りなくて，合同チームをつく

らざるを得ないというようなことを聞きました。その中には，その上に，合同をつくるにお

いても規定があるというようなことでございますが，その規定は，ざっくりしたあれでも結

構なのですけれども，どのような規定があって，どういう形なのかちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〇教育長（増田雅一君） では，木村議員の再質問についてお答えをいたします。 

 ざっくり申し上げますと，どちらのチームも規定出場人数に達っしていない，例えばサッ

カーでいえば，一中が５名，二中が６名ですね，というので，合同で11名になると。どちら

のチームも規定に足りないというときには合同チームが編成できるということでございま

すので，よろしくお願いをいたします。 

〇議長（倉持 功君） 補足で，町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） おはようございます。傍聴の皆様方ご苦労様です。 

 補足をさせていただきたいと思うのですけれども，規定が，先ほど答弁させていただいた

ように，２個ございます。茨城県中学校体育大会新人大会と呼ばれるものです。こちらの規

定だと，例えば片方が上回っている場合でも編成をすることができるとはなっているので

す。ただ，これは新人大会だけなのです。普通の中学校体育大会，こちらの規定は，両方足

りなければできるけれども，片方が足りているとできないと，規定が違うのです。うちの町

で，やはり二中の，五霞とやるときに，一中，二中でできないのかという話をしたときに，

規定により県のほうはできないと。県のほうも，国のほうまで要望してもらったのですけれ

ども，やはりできないということで，足りないところと足りないところであればできるので



すけれども，もしくは新人戦のときは，足りているところと足りないところはできるのだけ

れども，新人戦はそうやっても，今度大会のときに出られないとなると，この２つの規定の

中には，練習をともにすることというのがあるものですから，そういったものも含めると，

非常に規定自体を本当は見直していただきたいなというのが率直な感想で町のほうは思っ

ているのですけれども，やはり国のほうに沿っていますということで，県のほうも，確認し

てもらったらそういう回答をいただいているので，現状はなかなか難しい状況にあるのか

なというふうに思っていますので，よろしくお願いいたします。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 実は野球のほうでいろいろ関係がございまして，野球でいえば，少

年野球やって，中学で足りなければシニアに進む道がある。サッカーでいえば，クラブチー

ムがやっぱりいろいろあると聞いております。バスケなんかもあるという話は聞いている

のですけれども。 

だけれども，そういうお金がかかるクラブチームに行ける子供はいいのです。家庭の環境

でいろいろあると思うのです。行けない子供たちが，大好きなスポーツをできないと。その

かわりに文化系のクラブに入って体をもてあますというような形。ちょうど中学生の時期

は思春期で，大きく体も，精神的にも成長する大事なときだと思うのです。 

そういう中で，規定がいろいろあるのはわかります。そこを何とかちょっと，打破ではな

いけれども，できるような形で進んでいかないと，国のほうがだめだという。今の時代，憲

法だって改正をするような時代であるので，何とかその辺は，町のほうからも強く要望して

いただきたいと思います。 

 また，先ほど教育長のほうからあって，私も自分なりに調べさせていただきました。一中

と二中を見ますと，二中の子供たちは部活に入っている部員が，ほとんど全員が運動関係と

文化系で入っているのです。一中の場合は，これは文化系，運動系を合わせても全部という

わけにいかない。80％ぐらいな数字だと思うのですけれども，これは中学校によってそのよ

うな規則があるのかどうかちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） 教育長。 

〇教育長（増田雅一君） では，木村議員のご質問にお答えをいたします。 

 確かに木村議員ご指摘のとおり，一中については約８割程度の部活加入率でございます。

なお，二中については全員部活動制をとっておりますので，全員が何らかの部活動に参加し

ているという状況でございます。これも近隣をいろいろ調べてみますと，全員加入制のとこ

ろ，それから希望制のところでございますけれども，そういう実態はあるというのが現実で

ございます。 

 以上でございます。 

          〔何事か言う者あり〕 

〇教育長（増田雅一君） 引き続きお答えしますが，一中は，学校の入っていない数字には，



今申し上げたように，木村議員がおっしゃるとおり，クラブチームに入っていたり，それか

らあと水泳というのがここにはないのですけれども，水泳部はスイミングスクールなどに

行っている子供たちもいるというふうに聞いております。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対する質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 父兄からちょっと聞いた話によりますと，一中の場合は，１回文化

系でも運動系でも入った。何かのことでやめたということになると，またほかへ必ず入らな

くてもいいよというような流れになっているような話も聞きました。それは，学校のほうで

その辺は，事情というか，その各学校ごとの決まりなのかなという感じはするのですけれど

も，私もあと２つの質問がございますが，この学校教育関係では特に部活です。やはり県の

ほうから国に発信してもらってもなかなか難しい。１回発信しても難しいというよりも，何

度でも発信していただきたいと，そういうところでございます。 

ことしの高校野球の県の予選ですか，新聞をちょっと見ましたら，やはり高校野球でも，

茨城県でも百何校のチームがございます。年々減っているような感じもします。そのような

中で１つ目についたのが，友部と笠間と，あとどこでしたか，３校が合同でやっぱり出てい

るのです。これは，やっぱりすごいことだなと。それで，決勝まで残って，甲子園まで目指

して果たして勝ったときには，甲子園に本当に果たして行けるのかなと。そういう規則は，

また縛りがあるのかなというところもございますが，好きなスポーツをやれる，連合チーム

がつくれる仕組みを，ぜひ境から県のほうに強く要望していただきたいと思います。 

 現在野球のほうは五霞さんと合同でやっているという話を聞いております。五霞さんも

物すごく人数が少なくて，全てのスポーツができなくなってしまうのではないかなという

ような人数なのです。境町だけではなく，猿島郡を１つにまとめるような合同チーム，先行

きはやっぱりそういう感じてやっていかなくては，やっぱり子供たちの思い出づくりにも，

体力づくりにも本当にこれは支障を来すのではないかと考えております。 

教育長，県のほうに，どのようなことを，どのような形で発信していただけるか再度お願

いしたいと思います。ぜひ連合チームを，足りないというよりも，先ほど言ったように，一

中が足りていても二中が足りないのだ。そこに合同で入れるような仕組みをぜひ境のほう

から発信していただけるよう強く要望したいと思います。 

教育長のほうから思いをちょっと答弁願いたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〇教育長（増田雅一君） それでは，木村議員のご質問にお答えいたします。 

 子供たちの健全な育成のためには，当然体を動かす，体力の向上，部活動，それから生徒

指導の面でも部活動についての効用は非常に大きいなというふうに思っております。 

部活動につきましては，部員数の，合同チームだけでなく，さまざま今大きな問題が全国

的に，例えば顧問の問題であるとか，さまざま今大きく部活動が曲がり角に来ているという



認識は全国的な論調になっているところでございます。 

そういった中，大きくこの両組織の茨城県中学校体育連盟，それから国の体育連盟の中で

も，そういうふうに話し合っていただくことを私どもから情報発信しながら進めていきた

いなというふうに思っておりますので，何とぞよろしくお願いをいたします。 

〇議長（倉持 功君） 補足で，町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，補足をさせていただきたいと思います。 

本当に木村さんのお気持ちはわかるところなので，教育長にも県と協議をして何かでき

ないかという方策もちょっと調べてもらいたいなとは思っております。 

あとは，もう一つ，やっぱり３つほど課題があって，１つは，先ほど人口の話をしました，

子供たちの話を。1,441名が698名ということで，一中，二中を合わせても１学年230人だと

いうような現状。これをやはり議会の特別委員会の中でも協議をしていただきたいという

のが１つ。 

それと，もう一つは，先ほど言った民間のクラブチームです。そちらに随分，境一中のサ

ッカー部なども，ことしはもうチームができないというような話なのです。サッカーは人気

があるのに何でかと聞くと，結構町外のクラブチームにも行っていたりして，両方に加入で

きないのですってね。クラブチームに入ると中学校のチームには入れない。これは高校もそ

うなのです。高校の例えば１月の全国サッカー大会。あれに出られるのは，鹿島アントラー

ズのユースとかに入っている子たちは出られないのです。そのレギュレーションがやっぱ

り，僕らもどっちかにしなくてはならないという，あの辺がちょっとどうなのかなというの

は思うところでありますけれども，やはりそういったクラブチームに流れているのが非常

に多いというのは現状であると思います。 

そして，もう一つは，時代の変遷で，実は部活全体が少なくなっているように感じます。

そうでは実はなくて，一中の男子卓球部なんかは30人いるのです。30人いれば，本当はサッ

カーでも野球，半分ずつでも，分けても１チームできてしまうのです。この人気のバランス

が，陸上部なんかも37人実はいて，一中，二中も文化部がすごく人気になりつつあって，例

えば一中の吹奏楽なんかも48名いて，科学部なんていうところも28名いて，昔なかった美術

部なんていうのも32名いるのです。ですので，やっぱり時代の移り変わりというのも若干背

景にはあるのかなという思いはありますけれども，やっぱり野球，サッカーというのは人気

スポーツですから，何とかそういうところも，体協の野球部，それから指導者の皆様とも，

サッカー部の指導者の皆様とともに，町を挙げて何とかそういうふうに盛り上げていける

ような，そういう方策も努めていきたいと思っています。 

きょうは錦織選手がベスト４に入りましたけれども，テニス部でいうと，一中の男子テニ

ス部が34名，女子が29名とやっぱり偏ってしまっているのです。ですので，それはしようが

ないところだとは思うのですけれども，時代の変遷というのもあるのかなということもち

ょっと述べさせていただいて，何とかいろいろ検討していきたいなというふうに思ってい

ますので，よろしくお願いしたいと思います。 



〇議長（倉持 功君） よろしいですか。 

〇13番（木村信一君） はい。 

〇議長（倉持 功君） これで学校教育についての質問を終わります。 

次に，観光協会についての質問に対する答弁を求めます。 

 まちづくり推進課長。 

          〔まちづくり推進課長 橋本健一君登壇〕 

〇まちづくり推進課長（橋本健一君） 改めまして，おはようございます。私のほうから，

木村議員の２項目めの観光協会について，本年度より「観光協会をまちづくり株式会社に移

行する」と聞いているが現状はどうなっているのかとのご質問にお答え申し上げます。 

 きのう町長のほうから，町政報告にもありましたとおり，９月１日に株式会社さかいまち

づくり公社を設立させていただきました。この設立の目的なのでありますけれども，道の駅

さかいの売り上げの拡大，それから観光協会が行っている事業を，いわゆる営利部門と，そ

れから非営利部門に明確に区分をして，財政管理と運営管理の健全化を図るため設立をさ

せていただいたものです。 

 その業務の内容でありますけれども，これにつきましては，境町観光協会のやっている事

業をまちづくり公社のほうに移管するというような内容になっております。なお，代表取締

役社長には野口観光協会長に就任をしていただいておりますので，ひとつよろしくお願い

いたします。 

 以上であります。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 先ほどの１件目の答弁の中でも，一般質問の通告後にこの話を聞い

て，先ほど１回目でも言いましたが，観光協会の関連の人たち，今のところ境町のＰＲです

か，これは私は物すごい大きな成果を上げているのではないかと思います。 

それで，先ほど答弁の中に，道の駅はやはり昨年よりも相当な売り上げが伸びて，今２億

7,000万近くいっているのですよね。実は私もお世話になっている一員なので。道の駅の中

のトイレの改修も済んで，リニューアルオープンをしてからの中の雰囲気もかなりいいの

かなというような感じを受けております。 

そのような中で，先ほど株式会社に移行するというような話があったのですが，野口会長

がそちらのほうの社長になって運営をするということでございます。これは，１つあるさか

いソーラー株式会社ですか，あれと同じような感覚，第三セクターみたいな感覚でそちらに

移行するというような形ということで理解していいのかと，それともう一つ，この役員さん

は，ソーラー株式会社の場合は町長が社長で，副町長，あとメンバー的には５人ぐらいいて，

議会のほうもメンバーに入っているかと思います。こちらの株式会社さかいまちづくり公

社のほうの役員さんは何名で，主にどういう方がいるのか，ちょっとその辺も教えていただ

きたいと思います。 



〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（橋本健一君） ただいまの木村議員のご質問にお答えします。 

 役員さんは３名です。先ほど申しましたように，代表取締役社長が野口会長，それから取

締役に副町長の信田副町長と塚原牧場の塚原社長です。 

 以上であります。 

 あと従業員につきましては24名という形になっております。ひとつよろしくお願いいた

します。 

 以上です。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に…… 

〇13番（木村信一君） もう一つ。さっき２つちょっと質問したわけですけれども，太陽光

と同じ会社というような形で見てもいいのかどうかちょっと。 

〇議長（倉持 功君） 町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，木村議員さんのご質問に補足でお答えをします。 

 １つは，太陽光のほうは100％町の出資で，議会に債務負担行為で議決をしていただきま

した。今回のやつは，50％が町の出資という形で，50％は道の駅の協力者の方ということで，

50％は幾らでしたっけ。15万円。 

          〔「25万」と言う者あり〕 

〇町長（橋本正裕君） 50％，25万円を町から出資をしているという形でありますので，基

本的には観光協会をそのまま，今までもう何十年もこれで来てしまったのですけれども，道

の駅自体はやはりきちんとした形で請け負って，税金を払わなくてはならないものですか

ら，やはり税務署のほうからも財団法人にも，法人化もされていなかったものですから，き

ちんとその辺はしっかりやってくださいというような話もありまして，やろうやろうとは

思っていたのですけれども，今になってしまい，これは申しわけないところなのですが，９

月１日にようやく設立ができたということになっていますので。 

一応当面の見通しとしては，報酬はゼロでやっているのですけれども，今参与として払っ

ている野口会長のほうの報酬がありますね。ああいったものも，来年度あたりは，まちづく

り株式会社から出して町から出さないような，そういう形に持っていけたらいいなという

ふうに思っておりますので，よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 町長から今本当にわかりやすい答弁ありがとうございます。 

そうしますと，将来的には観光協会は，まちづくり公社ですか，そちらのほうに全て移行

するというような形なのかなと思うのですけれども，その辺のところも再度答弁願いたい

と思います。 

 それともう一つ，先ほど私も，これはお金のこと，売り上げのことになるとお金になりま



すから，先ほどソーラー株式会社と一緒に考えていいのかといったのは，ソーラー株式会社

の場合は，経費を除いたほかは，役員さんはもちろん無報酬でやっているという話がありま

して，その残ったお金は町に寄附というような形で，本当に町の財源として大きな一画を担

っているのではないかと思います。 

それと同じように，さかいまちづくり公社のほうも全て役員さんの報酬が，いろいろな経

費を抜いて，パーセンテージで，直売所納入者からの売り上げというか，それで残ったやつ

は町のほうに入るのかなという感じでいたので，だから先ほど言ったソーラーのほうと一

緒の感覚でいいのですかと聞いたのですけれども，町長のほうから，全てそちらのほうに，

今現在野口会長も，来年あたりから参与というような形よりも，そちらにみんな移行して，

そちらでやっていただくというような話がありましたけれども，実際本当にあれだけの売

り上げがあって，税務署からもつつかれるというのは，これはちょっとわかるような気はし

ます。 

 そういう形で，では観光協会は将来的には全て移行するのかどうか，その辺をちょっとお

聞きしたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） 町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，木村議員さんの再質問にお答えをしたいと思います。 

 基本的にはそうしたいところでありますけれども，基本的には今のところ非営利，要は営

利を生まない部分，例えばセグウェイだったり，あれは営利を生む部分ですね，道の駅とか。

それは，もうまちづくり公社へ移行して，非営利の部分で，観光の推進とか，あとは役所で

ないと申請ができないものとかありますから，そちらは観光協会が申請するという形にな

るのかなと思っていまして。 

 もう一つは，やはり観光行政に今まで町として出しているお金がありますよね。それを出

さないで済むようになれば一番いいのかなというふうに思っていて，昨年も観光協会さん

のほうで利益を上げていただいておりますので，今年度はさらに利益を上げていただいて，

例えばうちの町で払っている，例えば人件費とか結構払っていますよね。観光協会の職員と

かまちづくりの職員とか，いっぱい払っていますよね。ああいうのが極力向こうのお金で払

えるようになっていくといいなというふうに思っておりまして，要はまちづくり公社のほ

うで利益を上げていただいて，そのお金をそういったことに使っていただきたいというの

が一つと。 

 もう一つは，やはり投資もしていかなくてはならないと思っていますし，その投資の部分

にも，今境町と野田市と五霞町で，この間ＤＭＯということで，五霞町さんからも地方創生

の交付金が2,000万，境町と組んだおかげでとれたよとお礼の電話をいただいたのですけれ

ども，境町もそういった形で加速化とかも今度やっていきますので。 

そうすると，今ちょっと考えているのは，今職員駐車場になっているところ，わかりづら

いので，一応「一般駐車場」と張り紙がついているのですけれども，わかりづらいところが

ありますね，手前の歩道橋側ですね。ああいったところと駐輪場をちょっときれいに整地し



てやると，まだ車もとまるようになるし，もしくは飲食店を外に出して売り場面積を広げる

とか，それも補助金がつけばできるものですから，そういったことも今後やっていきたいと

いうふうには思っていますので，まだまだ発展途中でありますので。 

観光協会長のほうは，何とか道の駅を売り上げ５億まで持っていきたいという話をして

おりますので，なかなか厳しい道だと思っています。１億5,000から２億7,000にはなったけ

れども，売り場面積もありますし，そういったところはなかなか難しいところがありますの

で，しっかりそういう部分にも投資をしていただきながらやっていきたいと思っておりま

すので，観光協会全部を移設するとか，そういったところまではまだちょっと時間がかかる

かなとは思いますけれども，まず営利の部分だけは観光協会から公社のほうに移行して，し

っかり会計事務所を入れてやっていくということでありますので，よろしくお願いしたい

と思います。 

〇議長（倉持 功君） 答弁に対する質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 今現在の２億7,000万から５億を狙うと。本当に狙えるのではない

かと思います。というのは，先ほど言ったように，境の道の駅はスペース的に狭いのです。

あれがもう少し，売り場とかももちろんのこと，もう少し駐車場なんかもうまくとれれば，

かなり売り上げのほうも伸びるのではないかと思います。 

これは，茨城県で最初の道の駅というような形で，後からできるものは，最初にやったも

のを，こうのほうがいいよ，ああのほうがいいで，どんどん，どんどん会場をいろいろやっ

ていくから，後からできるものがいいのは間違いなくそのとおりでございます。しかし，境

も，あれだけ役員さんなどが頑張っていただいているので，これから売り上げが上がるよう

に本当に期待したいと思います。 

 最後に，この間，境町も今回３週にわたっていろんな祭りをやりました。先ほど言ったよ

うに，本当にお疲れさまというような大盛況の中で終わったというような感じがしていま

す。そのような中，この間の花火大会，１万5,000発。野村さんと山﨑煙火店ですか，これ

は本当に日本の三本の指に入るような花火屋さんが競演していただいたと。本当に物すご

い境町のトップセールスになったのではないかと私は思っています。 

 そこで，私も何名かの方に，１万5,000発やって「お金のほうは大変だんべな」と。私が

説明できたのは，協賛者がいっぱいいるからだと。協賛者がいっぱいいて，幾らぐらい集ま

ったのかわからないですけれども，協賛者がいっぱいいて，あとは町からも多少の持ち出し

はしていますよというようなことしかちょっと説明ができなかったもので，これからは誰

もが楽しみにしているやつも，やっぱり中身のほうもちょっと知らせて，この間終わったば

かりですから，決算のほうもなかなか難しいかと思います。先行きは明確という，知らせて

もらえるのかなというところをひとつお願いしたいと思います。 

 それともう一つ，花火に関連ですけれども，協賛者が，境町だけではなく，町外にも物す

ごくいると思うのです。この間の花火大会のときに，アナウンサーの方が協賛者の紹介をし



ましたよね。あれだと，ただ言っているだけで，どこの協賛者がいてというのがちょっとわ

かりづらいです。せっかくこれだけの花火大会に協賛をしていただいた方の名簿ですか，名

簿も，誰が幾らというところまではいいです。私は，町民の方だけにも協賛者の名簿は，こ

ういう方々が協賛していただきましたというような公表ではないが，そういうチラシもつ

くってやったほうが，協賛した側に対しても，町民にもいろいろご理解いただけるのではな

いかと思いますが，その辺のところをどのように町は考えているのかちょっとお聞かせい

ただきたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） 町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，木村議員さんのご質問にお答えをします。 

 町政報告でも説明をさせていただきましたけれども，費用のほうは，花火単体としては3,

300万円ほど野村さんと山﨑さんにお支払いをさせていただいております。 

そして，協賛金ですけれども，昔の花火大会は，皆様ご存じのとおり，700万円ぐらいだ

ったと思います。それが３年前，就任してから，1,400万ぐらいになりました。そして，昨

年は2,100万円になりました。ことしは2,400万円ほど寄附金として上げさせていただいた

ところでございます。ですので，大体1,000万ぐらいの持ち出しなのかなというふうに思っ

ております。今まで500万円程度毎年持ち出しをしておりましたので，500万円アップぐらい

でできたのかなというふうには思っております。 

ただ，全体を見ると，３週にわたったということで，そのほかのところ，いかだレースだ

ったり，それから歩行者天国だったり，そこにかかっているお金もありますので，町政報告

でも言ったとおり，３週にわたってというよりは，何とか２週間ぐらいとかでやってもらえ

れば，警備の人を毎回頼まなくてはならなかったり，テントも毎回撤去して毎回くっつける

ので，高いのです。ですので，そういったことも経費削減には努めてまいりたいというふう

には思っておりますけれども，財源はふるさと納税を充てるということで今回やっており

ましたし，実際に今回補正予算の中には2,000万で出ているのかな。だけれども，その2,00

0万のうちに750万ぐらいが寄附金なのです，要は。後から入ってきた大口の寄附金の方のを

そのまま支出をしているので，町の純然たる持ち出しは1,300万円ということになっており

ますので，よろしくお願いをしたいと思います。 

 そして，協賛者の印刷物の件ですけれども，今回は，僕も何で入っていないのだと聞いた

ら，遅れたようでございまして，遅れて後から出すという話も聞いたのですけれども，後か

ら何十万もかけて町民の皆さんに知らせるのはもったいないだろうということで，反省会

の中で，それは企業の協賛の方にご理解いただいて，今回は申しわけないという形でやらせ

てもらえたらいいのではないかという話はさせていただいたところであります。 

 もう一つ，協賛者はなぜふえているのかというところですけれども，やはり境町というと

ころは，今までは要は町中の方に随分協賛してもらっていましたよね。実際に仕事を発注し

ている先がありますよね。例えば設計だったり水道事業であったり，そういったところに一

切協力してもらっていなかったのです。それを全部協力をしていただくように，とったとこ



ろはもちろん，協力するのは当たり前ではないですかということで寄附金を募らせていた

だいたりして今上がってきているところでありますけれども，桟敷の売り上げも一昨年は5

0万円だったのが，ことしは240万円になりましたので，取手なんかは1,600万売り上げるそ

うですので，桟敷だけで。来年度においては，やはりもうちょっと売り上げを上げていきた

いというところと，ことしの花火を見て，もう予約が入っているということも聞いています

ので，やはりそこは経営的感覚，民間的感覚を持って，無駄なお金を使うのではなく，議会

の皆さんとともに，お金を集めながらしっかり，余りお金をかけずにやれるようにしていき

たいというふうに思っておりますので，よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

〇13番（木村信一君） 質問というよりも，やはりこれは誰もが来年も期待している事業で

あると思うので，その点も，やはりお金のほうも明確というか，ある程度は知らせていただ

いて，また協賛金をもらった大事な，貴重な協賛をいただいた方の公表というのはやるべき

ではないかと思ったので，来年はそのような形でお願いしたいと思います。 

 あと15分になりました。この件は以上でございます。 

 ３項目め，お願いします。 

〇議長（倉持 功君） これで観光協会についての質問を終わります。 

次に，冠水対策についての質問に対する答弁を求めます。 

 参事兼防災安全課長。 

          〔参事兼防災安全課長 野村静喜君登壇〕 

〇参事兼防災安全課長（野村静喜君） それでは，皆さん，改めましておはようございます。

私から，木村議員の３項目め，冠水対策についての「境警察署から南側の地域については専

門家と協議して雨水排水計画を立てる」となっていると聞いているが，現状はどのように進

んでいるのかとの質問にお答えをいたします。 

 さきの第２回定例会の町長の町政報告にもありましたように，雨水排水計画につきまし

ては，５月にコンサルタントと業務委託契約を締結し，都市下水路や染谷川，浸水した河水

の現況調査を再度行ったところでございます。また，昨年の関東・東北豪雨被害を踏まえ，

市街地の浸水対策や慢性的な道路の冠水箇所の解消に向け，具体的にどのような対策が必

要か，どの水路の流下能力が足りていて，どこが不足しているのか，さらにどのような施設

の整備が効果的かなどについて，８月下旬，関係機関と協議を行ったところでございます。 

 今後は，これらを精査し，整備費用の算出も含め，施設の配置計画を立案し，10月に再度

関係機関と協議を行い，年内に計画の策定をする予定となっておりますので，よろしくお願

いを申し上げます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 今，計画も年内には策定できるというような形で，年内というより

もどんどん，少しでも，一日でも早く進めていただきたいということを強く願うところでご



ざいます。 

実は先日，台風10号のときですか，あの近辺が，先ほど１回目にも言いましたが，ほかに

も冠水したところがいっぱいございます。気の毒なところがいっぱいございます。しかし，

あの地区は，ちょっと降ると，一遍にどっと道が川みたいになってしまって，私も次の日に

ちょっとあそこへ行ってみました，どんなふうになっているかなと思って。そうしたら，近

所の方が自分で，水中ポンプを使って，町道，道路を掃除しているのです。大変ですねと声

をかけたら，今は夏休みで子供たちはあれだけれども，ふだんは通学路になっているのです

よと。５センチぐらいはすぐヘドロがたまるそうです。それをどうどう，どうどう自分で流

してやっているような状態です。ぜひあそこを，雨水排水計画は専門家を交えて今やってい

るかと思いますが，そういうところも私は町民の代弁者として強く言いたいのですけれど

も。 

 昨日もあそこで事故があったらしいのです，あの近辺で。そうしたら，緊急自動車も入っ

ていけなくて，警察の方が長いばか長を履いてその事故の処理に当たったという話を聞い

ています。これが生の声です。しっかりやっぱり受けとめていただきたいと思います。あそ

こに住んでいる方は，もう30年近くもう雨が降るたび，「えっ，またかよ。今度はどこまで

ふえちゃうのかな」という感じで夜も眠れないという話も聞いております。 

 先ほど言った，年内に策定するというような雨水排水計画なのですけれども，これは具体

的にどういうふうな対策が，計画がされるという，具体的にというだけでもいいですから，

その計画というのはまだわからないですか。ちょっとその辺お願いします。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

 建設農政部長。 

          〔建設農政部長 小薗江 実君登壇〕 

〇建設農政部長（小薗江 実君） 皆さん，改めましておはようございます。ただいまの木

村議員さんの質問にお答えさせていただきます。 

 先ほど防災安全課長のほうから，８月中旬に関係機関を交えて協議を行っているという

お話をしましたけれども，今の段階で例えば貯留管ですね，神栖市さんなんかでもやられて

いるのですけれども，下水道の管を大きくするようなものがいいのか，都市下水路をまた新

たに１本設けるのがいいのかと。そういった複数案でどれが一番効果がいいのかというよ

うなところを，ざっくりとした，どういった対策工法があるかということをちょっと協議し

たというところで，具体的にここの施設はこうがいいよというところまでの協議に至って

いないというところが現状でありますので，ご報告させていただきます。 

〇議長（倉持 功君） 補足で，町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，補足をさせていただきます。 

 議員さん方，そしてきょう見えられている方で，被災をよくされる方もいらっしゃると思

いますけれども，本当にうちの職員はとにかく一生懸命やっているところなので，逆にやっ

ていないわけではないということはやっぱりご理解をいただきたいということと，そして



やはり全体の計画を見直さないことには，やはり流れるところがどこだというのをしっか

りやらないことには，そこを一々やっても変わらない可能性もあるということがあります

ので，やはり今パスコというコンサル会社に委託をしたところでありますので，そこから上

がってきて，その後多分，都市下水路は１本４億ぐらいかかりますから，お金はかかるので

す。それも腹をくくってやるしかないというのは町は思っているので，しっかりしたものを

つくって，皆さんが安心できるようなことをするためには，いち早くというのはわかるのだ

けれども，拙速にというわけにはいかないので。 

やっぱり僕らも言われます。この間の関東・東北豪雨でも，うちもちょうど床上浸水でし

たから，「町長んちも潜っちゃうのはわかるけど，早くやってくれよ」と言われました。だ

けれども，やっぱりしっかり計画を立てて，しっかりしたものをつくっていくことによって，

そういったものが防げるというふうに思っておりますので，これはいましばらくお時間を

いただきたい。やらないわけではないですので，もうやると決めて今進んでいるところなの

で，ご理解をいただきたい。 

そして，簡単なところ，例えば染谷川の川口さんのところの砂場のところなんかも，堆積

土砂がひどくて，そして草が生えているという一報をいただければ，この間は建設課の方で

すぐ行って，業者に委託して，発注もして，もう片づけているということをやっているとこ

ろなので，連絡があったら即対応しているというのが本当に今の職員の体制でありますの

で，ぜひそういったところもご理解をいただければと思っておりますので，よろしくお願い

申し上げます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 一番は染谷川につながるようなところで，染谷川の改修が一番早い，

何より大事だというような答弁も今までもいろいろいただいております。 

先ほど町長のほうが，職員も一生懸命やっていると。これは誰もが認めます。夜が夜中で

も出動して，ここは危ないですから，危険ですよと。通行どめのときは通行どめの看板を立

てて，これは私も認めます。本当に今ゲリラ豪雨というのがはやってしまって，とんでもな

い気候異常なので，それもわかるのですけれども。 

やはりあそこのところは，私が強く言いたいのは，あそこにＵ字溝が設置はしてあるので

すよね。Ｕ字溝が設置してあるのです。だけれども，Ｕ字溝の機能を全然果たしていないの

です。上から流れてくるごみだ，泥で全部埋まってしまっているのです。今町長が，染谷川

のいろいろ，藻が生えているところだの掃除をしていただいた，やっているという話があり

ましたが，それも大事なことです。もう一本上の，前回も私も言いました。あかおぎ整形さ

んからの下の道路ですが，名前を言ってはあれですが，原田さんのところの道路です。あそ

こにはＵ字溝が設置してあるのです。これは，部長，課長あたりもあそこを見て，Ｕ字溝が

あるというのは確認はしてあると思うのですけれども，あそこをちょっと掃除していただ

ければ多少は違うのかなと私は思うのです。どうでしょうか。そこはどういうふうに考えて



いますか。 

〇議長（倉持 功君） 町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，木村議員さんのご質問にお答えします。 

 先ほど僕が言った職員は一生懸命やっているというのは，そういうところをご理解いた

だきたいという話なのです。どういうことか。例えばこれは一般質問でやらなくても，来て

もらって，あそこは大変なのだけれどもと言えば，見に行かせるのです。見に行かせて，本

当に大変なところは，では，彼らが今まで草刈りやっていたのは，草刈りではなくて，今は

もう設計とかそっちをやれと，草刈りは業者に出せと，そういう話を今しているのです。で

すから，多分昔の答弁だったら，検討させていただいてとか見に行ってという話なのです。

だから，やっぱり今の話なんかも，すぐ来てもらって，ではすぐ見に行けと。どうなのだと。

やったほうがいいかといったら，すぐ出してしまう話なのです。だから，一般質問でやる話

でも本当はない話ぐらいの話に今は，そういうことなのです。 

だから，職員はとにかくやらないのではないので，すぐにそういうときには来てもらって，

行ってもらって，見てこいと僕は指示を出しますから。それで，「とにかくひでいですね」，

「では，どれぐらいかかるのだ」とすぐ見積もり出しますから，そういうときはすぐにご連

絡をいただける，そういうほうのが職員も，一々と言っては怒られてしまいますね。職員も

こういうところで言われて，やるやらないという話とかよりも，本当に町としては，ふるさ

と納税も上がっていますし，水害対策，冠水対策はわかっていますから，とにかくやってあ

げられるところはやってあげたいという気持ちがあるものですから，ぜひ。 

だから，さっき言ったように，あそこの側溝を深くしてやりかえるとなると今度はお金が

かかってしまって，結局全体計画を見てからでなくてはとなってしまう質問なのですけれ

ども，例えばではそれはやってくれというのだったら，金はかかります，結構多分。100万，

200万ぐらいかかると思うのです。だけれども，とりあえず見積もりとれとか，そういった

話ではできるので，逆にその辺は執行部と密にやっていただけると早いのかなというふう

に思っているので，よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 木村信一君。 

〇13番（木村信一君） 今町長から答弁いただきましたが，私もわざわざ一般質問でやって

いるわけではないです。個別でもう何回も言っています，あそこ見ていますかと。あそこに

看板はないのだけれども，看板を立ててくださいよと。今度は町長にじかに言いますから。 

 本当に土のうが足りないよと言えば，電話して，現場も見てくれという形で，正直言って

私も何度も言っています。今町長のほうから，じかに言ってくださいというようなことであ

りますので，これからも現場も見ていただいて，本当に即やれるところはやるというような

答弁をいただきましたので，ぜひこれからも，しつこいようですが，そういう対策をやれる

ところからやっていただきたいということで声をかけますので，よろしくお願いしたいと

思います。 



 計画のほうも，これから年内には計画ができると，出るというような形になって，出たら

即実行に移していただきたい。お金がかかるのはわかります。だけれども，これは安全安心

なまちづくりにはやっぱり欠かせないことだと思いますので，よろしくお願いしたいと思

います。 

 以上で一般質問を終わります。 

〇議長（倉持 功君） これで木村信一君の一般質問を終わります。 

 


